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用語説明 

ホーム画面（ データ 操作画面） は， 以下のような 構成となります．  

 

画面最上部のメニューバー を選択することで， ファイル の入出力やデータ 操作，様々 な解析用ウ

ィンドウ を表示することができます．  

 

メニューバー の下の領域を ツールバー 言い， ボタン を クリック することで データ 操作用のダイア

ログ を表示することができます．  

 

データ 表示域には読み込ませた データ が表示されます． データ は同時に３つまで 読み込むことが

でき， 表示されている データ がアクティブデータ となります． データ 操作や解析実行時はデフォ

ルト でアクティブデータ が対象になります．  

 

 
 

データ 表示域の最上段には列名（変数名） が表示され， 左側には行番号（ インデックス） が表示

されます． 1 行分のデータ をレコード と 言い， サンプルサイズ ≒レコード 数＝行数となります．  
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基本操作 

1.  データを読み込む  

StaatApp は３つの 方法でデータ を 読み込ませることができます．  

① ファイルをドラッグ＆ドロップする（ CSV・ Excel ファイル限定）  

お使いの PC にある ファイル を StaatApp 上にドラッグ＆ドロップ することで， データ が

StaatApp に取り 込まれます．  

 

 

② コピー＆ペーストする  

特定範囲のデータ を読み込みたい場合は， 表計算ソフト 上で範囲選択後コピー を 行い， StaatApp

上に貼り 付けることで 取り 込むことができます．  

 

StaatApp では右クリックメニュー もしくは， キーボード のコントロールキー と "V"を 同時に押す

ことで クリップボード のデータ を貼り 付けることができます．  
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③ ファイルを選択して読み込む  

ファイル に選択して 読み込む場合は， メニューバー から「 ファイル」→「 CSV の読み込み」もし

くは「 Excel の読み込み」を 選択します．  

 

「 Excel の読み込み」を 選択した 場合は， 以下のダイアログ が表示されるので Excel ファイル の

シート 名と ヘッダー 行を指定して， ファイル を選択します．  

 

 
 

ヘッダー 行に指定した 行が列名に設定されます． 特定のシート， 特定の行から 読み込むことがで

きますが， 基本的は②の方法で読み込む方が簡単です．  
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StaatApp で扱う データ  

StaatApp で扱う データ のデータ 構造は， 整然データ とする 必要があります． 整然

データ については 以下のページ で紹介しています．  

 

▷  整然データ とは  

 

StaatApp では列名（変数名） を用いて， 分析対象のデータ を 選択するため 扱う デ

ータ の１ 列目には列名を入力する 必要があります．また，１つの データ に同じ 列

名がある 場合，解析実行時 に不具合が発生する 可能性があるため， 列名は１つの

データ で一意となるようにしてください．  

https://corvus-window.com/excel_data-processing/
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2.  データを複製する  

SaatApp 内でデータ を複製する 場合は， 右クリックメニュー もしくは ショートカットキー を用い

て行います． アクティブデータ のコピー は， キーボード のコントロールキー と "D"を同時にクリ

ック することでも 行うことができます．  

 

 
 

 

3.  データを保存する  

アクティブデータ はメニューバー の「 ファイル」 →「 CSV 形式で保存」 を選択することで 任意の

ファイル 名で CSV ファイル として 保存することができます．  
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4.  解析用ウィンドウを表示する  

読み込ませた データ に対して 統計解析を行うためには， 解析用ウィンドウ を 表示します． 解析用

ウィンドウ はメニューバー から 選択して 表示することができます．  

 

 
 

5.  解析を実行する  

解析を実行するためには， 解析用ウィンドウ の設定項目に変数名などを 設定する 必要がありま

す． 設定項目は解析手法によって 異なりますが， 全ての解析手法共通で分析対象の変数（列） を

選択する 必要があります．  

 

以下は重回帰分析用ウィンドウ の設定例です．  

 

 
 

設定が完了したら ▶ ボタン（ 重回帰分析の場合は「 解析実行」 ボタン） をクリック すると， 解析

が実行されます． 基本的には 1 秒以内に解析結果が表示されますが， データ 量や解析手法，使用

する PC によっては 数秒以上計算に要する 場合があります．  
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6.  解析結果をポップアウトする  

解析結果を別ウィンドウ で表示する 場合は， 解析結果表示域の下にある「 ポップアウト」ボタン

をクリック します．  

 

 
 

 

7.  解析結果をコピーする  

解析結果表示域の下にある「 クリップボード にコピー」ボタン をクリック すると， 対象の解析結

果がクリップボード にコピー されます．  

 

コピー した 解析結果は， StaatApp のデータ 表示域に貼り 付けたり， Excel などの 表計算ソフト に

貼り 付けることができます．  

 

 

  



 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  11 

 

8.  グラフを画像形式で保存する  

グラフ 作成機能や一部の解析手法では， グラフ 作成時・解析実行時 に以下のような グラフ 表示ウ

ィンドウ が表示されます．  

 

表示された グラフ は「 画像保存」 ボタン を クリック することで， 任意のファイル 名で png 形式と

して 保存することができます．  
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9.  表示桁数を変更する  

デフォルト では小数点以下の表示桁数は 5 桁に設定されているため， 小数点第 6 位の値を 四捨五

入して 表示されています．  

 

メニューバー の「 設定」→「桁数 の設定」 で表示する 小数点以下の桁数を変更することができま

す．  
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データ 操作 

1.  複数列を対象にソート（並び替え）を行う  

データ 表示領域の列名部分をクリック することで ソート することも 可能ですが， 数値データ や複

数列を基準として 並び替えたい 場合はツールバー の「 ソート」 機能を 用います．  

 

 
 

以下のように データ を 並び替えると， "性別"の列を 見ると 表記ゆれがあることがわかります． ソ

ート 機能では表記ゆれを 簡単に発見できる ことも 大きな メリット です．  
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2.  不要な行または列を削除する  

特定の行または 列を削除する 場合は「 削除」機能 を用います．  

 

 
 

特定の行を削除したい 場合は削除したい 行番号を「 行番号（上限）」 に入力します． 複数の行を

一括で削除したい 場合は，「 行番号（上限）」 に上側の行番号を，「 行番号（下限）」 に下側の

行番号を 入力します．  

 

以下の設定では５ 行目から８ 行目が一括で削除されます．  

 

 
 

不要な列を削除した 場合は，「 列の削除」 を選択して， 削除したい 列名にチェック を入れます．  
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3.  任意の文字列・数値を置換する  

特定の文字列から 特定の文字列に値を変換したい 場合は，「 置換」機能 を用います．  

 

 
 

置換用ダイアログ から 置換前後の文字列を 入力します． オプション の「 セル内容が完全一致した

ものを 検索」 ではセル内の文字列が完全に一致した 場合のみ置換します．「 半角英数字に変換」

では全角英数字を自動で半角英数字に変換します．  

 

例では”性別”列の表記ゆれを 修正するために，” 女”→”女性”に置換します．  

 

 
 

 

 

  

ダミー 変数の作成 

文字データ から ダミー 変数を作成する 場合は，「 One -Ho t エンコーディング」 を 選

択して， 変換対象の列を選択します． 変換対処の列のカテゴリー 数だけ新しい 列が

追加されます．  
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4.  欠測値を削除・補完する  

StaatApp では空白データ などの 欠測値を 読み込ませた 場合は， ”nan” と 表示されます． 一括し

て”nan” の処理を 行う 場合は「 欠測値」機能 を用います．  

 

 
 

表示された ダイアログ では， 画面左側で変数ごとの 欠測値の数を確認することができます．  

 

 
 

”年齢”列では欠測値が 3 つあることがわかります． 欠測値の処理方法として 以下の 3 つの方法が

可能です．  

 

・リストワイズ 除去 

・ペアワイズ 除去 

・補完  

 

以下の設定では各変数の平均値で補完を行います．  
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欠測値が平均値で補完されています． 数値データ でない” 副業有無”や”性別”列は平均値を 求める

ことができないため，” nan” のままとなります．  

 

カテゴリーデータ の欠測値に対しては， 直接入力して 値を変更もしくは 除去することで 対応しま

す．  
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5.  データ型を変換する  

StaatApp では「 数値型」「文字列型」 の 2 つのデータ 型が存在します．  

 

数値型：半角数字 で入力された 値．演算 など 順序尺度以上の統計解析が可能．  

文字列型：半角英字・全角文字 で入力された 値． クロス 集計表などの カテゴリー 変数に対する 統

計解析が可能．  

 

▷ 統計学における データ の種類 

 

データ 表示部分で値が左寄せされている 列のデータ 型は「 文字列型」 になります． 逆に値が右寄

せされている 列は「 数値型」 になります． StaatApp ではデータ が読み込まれた 時点で自動で判

定されます．  

 

「数値型」 から「 文字列型」 もしくは， 半角数字だけが入力されている 列を「 文字列型」 から

「数値型」 に変換することは 可能です．  

 

ツールバー の「 データ 型」機能 を用います．  

 

 
 

以下は”年齢”の列を「 数値型」 →「文字列型」 に変換する 例です．  

 

 
 

※ 解析を実行した 際に， データ 型に関する エラー が発生する 場合はこの 機能を用いて 変換してく

ださい．  

 

  

https://corvus-window.com/whats_scale/
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6.  2 つのデータを結合する  

２つの データ を 結合したい 場合は，「 結合」機能 を用います．  

 

 
 

データ１ と データ２ を 結合したい 場合は， 以下のように 設定します．  

 

 
 

デフォルト ではデータ は縦方向に結合されます． 同じ 列名を持つデータ を結合したい 場合， サン

プルサイズ を増やしたい 場合に用います．  

 

オプション の「 横方向に結合」 を選択すると， 同じ 行同士でデータ が結合されます． 変数を加え

る場合や， 解析後に出力した 予測結果を元のデータ に結合したい 場合に用います．  
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7.  特定の条件でデータを抽出する  

特定の条件に一致する データ のみを 抽出したい 場合は，「 フィルター」 機能を用います．  

 

 
 

以下の例では"収入"列で， 800 より 小さい データ のみを 抽出します．  

 

 
 

特定のカテゴリー（ 文字列） に一致する データ を 抽出したい 場合は， 以下のように「 カテゴリー

フィルター」 を 選択して， 抽出したい カテゴリー にチェック を 入れます．  
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8.  メ ニューバーのデータ操作機能の選択  

メニューバー に設定されている データ 操作機能を 用いる 場合は， 以下のように「 データ 操作」 を

選択して 任意の機能を 選択します．  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.  列名（変数名）の変更  

列名を変更する 場合は，「 列名の変更」機能 を用います．「 列名の変更」 は「 Ctrl + R」の ショー

トカットキー でも 実行可能です．  
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10.  差分・対数変換  

特定の変数に対して， 差分変換もしくは 対数変換を行いたい 場合は，「 差分・対数変換」機能 を

用います．  

 

 
 

この 機能は時系列分析を行う 場合や， 回帰分析を 行う 場合に有効です．  
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11.  テストデータの作成  

既存のデータ から テストデータ を作成したい 場合は，「 テストデータ の作成」機能 を用います．  

 

 
 

データ の末尾から 指定した サイズ 分だけデータ が分割されます．  

 

オプション の「 シャッフル して 分割」 を選択すると， データ の末尾でなく ランダム でレコード を

選択して 分割を 行います．  
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解析の実行・結果 の表示 

各解析手法の実行方法・結果 の表示について， 説明します．  

 

本書に記載されていない 解析手法の実行方法については， 以下の解析手法一覧ページ からご 覧く

ださい．  

 

▷ 解析手法一覧 

 

 

1.  相関係数  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 

 

① 相関係数と無相関の検定結果の算出  

メニューバー から「 基本統計量」  → 「相関係数」 を選択して， 相関係数用ウィンドウ を表示しま

す．  

https://corvus-window.com/app_basic-operation/#list
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「 データ の選択」 で相関係数の算出対象とする 変数を 全て選択します．  

 

 

 

ピアソン の積率相関係数以外を算出したい 場合は，「 種類」 から 算出したい 相関係数もしくは 相

関比を選択します．  

 

※ 相関比を 算出する 場合は，１つ 目の変数に文字型データ，２ つ目の変数に数値データ を 選択し

てください．  

 

「解析実行」 ボタン を クリック すると 以下のように， 相関行列と 無相関の検定の検定結果行列が

表示されます．  
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② ヒートマップの作成  

ヒートマップ 設定画面で「 ヒートマップ 」 を選択し，「 描画」 ボタン をクリック することで 以下

のような 相関の強さを 示すヒートマップ を 作成することができます．  
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2.  級内相関係数  

級内相関係数は， ICC(1,1) ， ICC(1,k)  ， ICC(2,1) ， ICC(2,k)  ， ICC(3,1) ， ICC(3,k)  とそれぞれの 信

頼区間を 算出することができます．  

 

① ICC(1,1) の算出  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します． 検者内信頼性を示す ICC(1,1) を算出する 場合は， 同

じ 評価者が複数回同じ 被験者を観測した データ を 読み込みます．  

 

 
 

級内相関係数用のウィンドウ で， 対象のデータ を 選択して「 種別」 にはデフォルト の

「 ICC(1,1) 」を 選択します．  

 

「解析実行」 ボタン を クリック すると， 画面右側に級内相関係数と 95％信頼区間の値が表示さ

れます．  
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② ICC(2,1) の算出  

検者間信頼性を 示す ICC(2,1) を算出する 場合は， 複数人の評価者が同じ 被験者を 観測した データ

を読み込みます．  
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級内相関係数用のウィンドウ で， 対象のデータ を 選択して「 種別」 にはデフォルト の

「 ICC(2,1) 」を 選択します．  

 

「解析実行」 ボタン を クリック すると， 画面右側に級内相関係数と 95％信頼区間の値が表示さ

れます．  

 

 
 

③ その他の級内相関係数の算出方法  

ICC(1,k) は ICC(1,1) と 同じ データ の入力方法で， ICC(2,k) と ICC(3,1) ， ICC(3,k) は ICC(2,1) と 同じ

データ の入力方法で算出することができます．  
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3.  対応のない場合の仮説検定  

対応のない 場合の検定方法について 解説します． 対応のない 場合とは， 比較する 標本（ サンプ

ル） を別の個体から 得た場合のデータ になります．  

 

分析例として， 社会人属性や収入などを 示すデータ から 副業有無によって 収入に差があるかを，

マンホイットニー の U 検定を用いて 判定します．  

 

帰無仮説は「 副業有無によって 収入に差がない」と 設定して， 対立仮説は「 副業有無によって 収

入に差がある」となります．  

 

分析で使用する サンプルデータ は以下のようになります．  

 

 
このような 形式のデータ を ロングデータ（ 縦持ちデータ） と 言います． ロングデータ では１ 行＝

１個体 のデータ として， 所属する 群（副業有無） を示す列と， 比較対象のデータ（ 収入） が入力

された 列が必要です．  

 

マンホイットニー の U 検定を行うために， マンホイットニー の U 検定用ウィンドウ を表示しま

す． ウィンドウ が表示されたら「 データ 選択」 の「 群名列」 に"副業有無"を，「 群 A」に "あり

"，「群 B」に "なし "，「データ 列」 に"収入"を選択します．  
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「解析実行」 ボタン を クリック すると 解析結果が表示されます．  

 

 
 

検定結果は p 値＜0.05 となるので， 有意水準 α＝0.05 において「 副業有無によって 収入に差が

ある」ということがわかります．  

 

ここまでが 対応のない 検定の１つである マンホイットニー の U 検定の実行方法になります．  

 

StaatApp では対応のない 場合の検定である 一元配置分散分析や二元配置分散分析も， ロングデ

ータ 形式に対して 実行することができま す．   

検定の種類 

片側検定を行う 場合は， 以下のように 設定してください．  

「群  A」が「 群 B」より ⼩さいことを 調べたい場合 → 右側 

「群  B」が「 群 A」より ⼩さいことを 調べたい場合 → 左側 
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4.  対応のある場合の仮説検定  

対応のある 場合の検定方法について 解説します． 対応のある 場合とは， 比較する 標本（ サンプ

ル） を同一の個体から 得た場合のデータ になります．  

 

分析例として， 学生のテスト の得点示すデータ から 受験時期によって 得点に差があるかを， フリ

ードマン 検定を 用いて 判定します．  

 

帰無仮説は「 受験時期によって 得点に差がない」と 設定して， 対立仮説は「 受験時期によって 得

点に差がある」となります．  

 

分析で使用する サンプルデータ は以下のようになります．  

 

 
 

このような データ 形式をワイドデータ（ 横持ちデータ） と 言います． ワイドデータ では１ 行＝１

個体のデータ として， 比較対象のデータ ごとに 入力された 列が必要です．  

 

フリードマン 検定を行うために， フリードマン 検定用ウィンドウ を表示します． フリードマン 検

定用ウィンドウ が表示されたら，「 データ 選択」 で検定対象のデータ が入力された 列を選択しま

す．  
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「解析実行」 ボタン を クリック すると 解析結果が表示されます．  

 

 
 

検定結果は p 値＜0.05 となるので， 有意水準 α＝0.05 において「 受験時期によって テスト の得

点に差がある」ということがわかります．  

 

ここまでが 対応のある 検定の１つである フリードマン 検定の実行方法になります．  
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5.  ロジスティック回帰分析  

※ 重回帰分析・ プロビット 分析・多項 ロジスティック 回帰・判別分析 について も 同様の操作方法

で実行可能です．  

 

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

① モデルの作成  

メニューバー から「 多変量解析」 →「 回帰」 →「ロジスティック 回帰分析」 を選択して ロジステ

ィック 回帰分析用ウィンドウ を表示します．  

 

ロジスティック 回帰分析用ウィンドウ が表示されたら， 目的変数と 説明変数の設定を行います．

ダミー 変数を説明変数に選択する 際は， 多重共線性の問題を回避するために ”1 列分”を 除いて 選

択します．  
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設定項目に入力が完了したら， ツールバー の「 モデル 作成」 ボタン を クリック します． 画面右側

の「 解析結果」 にロジスティック 回帰分析の結果が出力されます．  

 

※ 説明変数に対して サンプルサイズ が小さすぎると， モデルが作成できず 結果は出力されませ

ん．  
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② モデル の評価・ 予測（応用）  

作成した モデル に対して， 予測精度の評価や発生確率の予測を 行う 場合は「 モデル 保存」 ボタン

をクリック して モデル の保存を行います．   

   

  モデル の評価・ 予測方法の詳細は以下の Web サイト をご覧ください．  

   

  ▷ モデル の評価・ 予測 

  

ステップワイズ 法 

「変数 の選択方法」 でステップワイズ 法（増減法） を 選択して モデル を作成する

と， 選択済み説明変数から 増減法を 用いて， 最適な説明変数を 自動で選択すること

が可能です．  

モデルの評価基準は AIC（赤池情報量基準） もしくは BIC（ベイズ 情報量基準） か

ら 選択可能で， 増減法によって 評価基準が最小となる 説明変数が選択されます．  

 

https://corvus-window.com/app_model/
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6.  数量化Ⅱ類  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します． サンプルデータ は数値データ ですが， 数量化Ⅱ類は

文字列データ に対しても 実行可能です．  

 

※ 数量化Ⅱ類では数値データ（ 例えば， 1,2,3 ）といった 値も， 全て文字列データ（ 例えば，

A,B,C）として 扱い計算を 行います．  

 

 
 

メニューバー から「 多変量解析」 →「 数量化」 →「数量化 Ⅱ類」 を選択します． 数量化Ⅱ類用ウ

ィンドウ が表示されたら， 目的変数を選択します． 例では"転職希望度"に影響を 与える 仕事の悩

みを調べるために， 目的変数は"転職したい "を選択します．  
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説明変数は，「 変数候補」 から 数量化Ⅱ類の対象とする 変数名をクリック して 選択します．  

 

設定が完了したら， ツールバー の「 解析実行」 ボタン をクリック します． 解析結果にはモデル 全

体の指標と 軸ごと の結果が表示されます． 軸ごとの 結果はタブ 内に表示されます．  

 

 
 

解析結果タブ で「 カテゴリースコア 」 を選択した 場合は， カテゴリー ごとの カテゴリースコア と

サンプル サイズ が算出されます．  
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7.  数量化Ⅲ類  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

メニューバー から「 多変量解析」 →「数量化」 →「数量化 Ⅲ類」 を選択します． 数量化Ⅲ類用ウ

ィンドウ が表示されたら， 変数を選択します． 例ではサンプルデータ の全ての変数（列） を選択

します．  
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グラフ 設定画面の詳細設定では， 散布図のマーカー の色や種類を変更することができます．  

 

設定が完了したら， ツールバー の「 解析実行」 ボタン をクリック します． 解析結果は「 各軸の情

報」 「 カテゴリースコア 」 「 サンプル スコア 」 のタブ ごと 表示されます．  

  

 
 

グラフ 設定画面で， 「 寄与率」 「 カテゴリースコア 」 「 サンプル スコア 」 のグラフ 出力の有無を

選択可能です． それぞれのグラフ は以下のように 出力されます．  

※ グラフ の表示設定はデフォルト から 変更しています．  

 

寄与率のプロット 例 
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カテゴリースコア のプロット 例 
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  サンプル スコア のプロット 例 

 
 

解析結果はそれぞれクリップボード にコピー することが 可能なので， 解析結果は Excel などを 用

いて グラフ 化することも 可能です．  
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8.  主成分分析  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

メニューバー から「 多変量解析」→「主成分分析」 を 選択します． 主成分分析用ウィンドウ が表

示されたら， 主成分分析の対象とする 変数名を選択します．  

 

ダミー 変数を選択する 際は， 多重共線性の問題を 回避するために１ 列分を除いて 選択します． サ

ンプルデータ は既に１ 列分除いたダミー 変数になっています．  
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「解析実行」 ボタン を クリック すると， 各タブ に解析結果の表示と グラフ 設定画面で選択した グ

ラフ が表示されます ．  

デフォルト では主成分負荷量のプロット と 主成分得点のプロット が表示されます．  

 

主成分負荷量の解析結果は以下のようになります．  
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主成分負荷量のプロット 例です． 描画対象の軸（ 主成分） は， グラフ 設定画面の軸設定で変更し

ます． 例はデフォルト 設定で， 第一主成分（ PC1） と 第二主成分（ PC2） を選択した 場合になり

ます．  

 

 
主成分得点のプロット 例 
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次元圧縮（応用）  

主成分分析は複数の変数を 統合して， 総合的な意味を 持つ新しい 変数を作成することができま

す． モデル に対する 変数が減るので 次元圧縮とも 言い， StaatApp でも 次元圧縮を行うことが 可

能です．  

 

オプション 画面で「 次元圧縮」 を ON にし て， 圧縮数（＝作成 する 変数の数） を 設定します．

「 解析実行」 ボタン を クリック すると 以下のように， 設定した 変数分だけ新しい 変数が出力され

ます．  

 

 
 

③ グラフ設定  

グラフ 設定では「 詳細設定」 ボタン をクリック すると， 以下のダイアログ が表示されます． プロ

ット される マーカー のデザイン や， ラベル（マーカー 付近に表示される 文字） を 自由に変更する

ことができます．   
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9.  因子分析  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

メニューバー から「 多変量解析」→「因子分析」 を選択します． 因子分析用ウィンドウ が表示さ

れたら， 未選択覧から 因子分析の対象とする 変数名を 選択します．  

 

変数を選択した ら ， 「 モデル 設定」 画面に選択した 変数分の固有値が算出されます ． 固有値は因

子数を決定する 際に用いることがあります ．  
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「 グラフ 設定」 画面では因子数・軸 の回転方法・因子抽出方法 の選択を行います． デフォルト で

は以下の値が設定されています．  

 

・因子数： 2 

・軸 の回転方法： varimax （バリマックス 回転）  

 

「解析実行」 を クリック すると， 各タブ に解析結果が表示されます．   

 

 
 

グラフ 設定画面では解析実行時に表示する グラフ を設定できます． 「 寄与率」 「 因子負荷量」

「 因子得点」 のプロット を 表示することが できます ．  

 

 

 



 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  50 

 

因子得点（ バイプロット ） の例です． 描画対象の軸（ 主成分） は， グラフ 設定画面の軸設定で変

更します． 例はデフォルト 設定で， 第一因子（ ML1） と 第二因子（ ML2） を選択した 場合になり

ます．  
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10.  構造方程式モデリング  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

① 構造方程式モデリング用ウィンドウ  

メニューバー から「 多変量解析」→「構造方程式 モデリング」 を選択して 構造方程式モデリング

用ウィンドウ を 表示します．  

 

構造方程式モデリング 用ウィンドウ は， 変数選択エリア の「 測定モデリング 」 「 構造モデリン

グ」 「 残差相関」 画面で変数名を選択して モデル 式を 追加します．  

 

モデル式表示・記述 エリア では追加した モデル 式が表示されます． モデル 式表示・記述 エリア で

は自由に入力ができるので， テキスト の修正やコピー＆ペースト することが 可能です．  
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② 測定モデリングの定義  

測定モデリング（ 回帰関係） のモデル 式を 追加する 場合は，「 目的変数」 と「 説明変数」 を選択

して，「 追加」 ボタン をクリック すると 以下の用にモデル 式に追加されます．  

 

 

③ 構造モデリングの定義  

構造モデリング（ 潜在変数） を追加する 場合は， 潜在変数名を 入力して，「 観測変数」 を 選択し

てから「 追加」 ボタン をクリック します．  

 

 

④ 残差相関の定義  

残差相関（共分散関係） を 追加する 場合は， 変数を選択して「 追加」 ボタン をクリック すると，

選択した 変数の全ての組み合わせについての モデル 式が追加されます．  
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⑤ パス図の表示（モデル作成）  

モデル式の追加・記述 が完了したら， ツールバー の「 モデル作成」 ボタン を クリック すると 以下

のような パス図が表示されます．  

 

 
 

パス図において 四角形のノード が観測変数を示し， 円のノード が潜在変数を 示します．また， 点

線の両矢印は共分散関係を 示します．  

※ R の Lavaan パッケージ と 同等の表示内容です．  
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⑥ モデル式の記述方法  

モデル式の記述方法は， 構造方程式モデリング で最も 使用されている R の Lavaan パッケージ と

同じです．  

 

記述方法は以下のページ で， 丁寧に紹介されているのでお 読みください．  

 

Lavaan チュートリアル （ 関西大学）  

 

StaatApp のモデル 式表示・記述 エリア は， 測定モデリング と 構造モデリング， 残差相関に分か

れていますが，どれかの 表示・記述 エリア に正しく テキスト を 入力すれば解析されます． テキス

トエディター などで モデル 式を作成して， コピペ する 場合は適当なエリア に貼り 付けてくださ

い．  

 

⑦ 多母集団同時解析（応用）  

多母集団同時解析を行なう 場合は，「 オプション」 の「 多母集団」 から 多母集団を示す属性が入

力された 列を選択してください．  

 

多母集団同時解析を行なうと， 選択した 属性の種類数だけモデリング され パス図が表示されま

す．  

 

⑧ 適合度・パラメータの表示  

モデル作成を行なうと 以下のような 解析結果画面にモデル の適合度やパラメータ が表示されま

す．  

 

 
 

※ パス図のエッジ 付近に表示される 値は， パラメータ の推定値と p 値になります．  

http://www.ec.kansai-u.ac.jp/user/arakit/documents/lavaanTutorial%20March%207,%202016.pdf
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⑨ パス図の設定（応用）  

パス図の表示設定を変更する 場合は， 設定ボタン をクリック して， 以下のような グラフ 設定用ウ

ィンドウ で変更します．  

 

 
 

パス図のレイアウト（ノード の配置） を変更する 場合は，「 全体」 の「 レイアウト」 で変更しま

す． パス図はレイアウト の設定に加えて， モデル 作成時にある 程度ランダム な配置で作成される

ので， 好みのレイアウト にならない 場合は， モデル 作成を繰り 返し 行ってください．  
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11.  クラスター分析  

 

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

① k-means 法 

メニューバー から「 多変量解析」→「 クラスタリング」→「 k-means 法」 を選択します． k-

means 法用のウィンドウ が表示されたら， クラスタリング 対象を選択します．  

 

ダミー 変数を選択する 際は， 多重共線性の問題を 回避するために１ 列分を除いて 選択します． サ

ンプルデータ は既に１ 列分除いたダミー 変数になっています．  

 

クラスタリング を行う 集団の数（ クラスター 数） を設定します． 以下の画像ではクラスター 数を

４と 設定しました．  
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設定が完了したら ツールバー の「 解析実行」 ボタン を クリック して k-means 法を実行します．

実行結果は以下のように 表示されます．  

 

 
 

② クラスタリング結果の分析（応用）  

クラスタリング 結果は，「 分類結果」列 のクラスター 番号を用いて 様々な分析が可能です． 追加

で分析を 行なう 場合は解析結果をコピー して， ホーム 画面にペースト します ．  

 

基本統計量（平均値 や中央値） を， 各クラスター の特徴を把握したい 場合は， 基本統計量機能を

用います．  

 

基本統計量機能で以下のように，「 カテゴリー 分類」 にクラスター 番号が入った 列を指定しま

す．  
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「解析実行」 を クリック すると， 変数・ クラスター ごとの 統計量が表示されます．  

 

 
 

自動考察機能を 用いると， クラスター ごとの データ の特徴についての 考察を 得ることができま

す．  

 

③ クラスタリング 結果の可視化（応用）  

クラスタリング 結果は散布図やバブルチャート などで 可視化することができます． 保存した デー

タ を対象に散布図・ バブルチャート 機能で以下のように 設定をします．  
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以下のように クラスタリング 結果ごとに 色付けした バブルチャート を 作成することができます．  

 

 
 

④ 階層クラスター分析  

メニューバー から「 多変量解析」→「 クラスタリング」→「 階層クラスター 分析」 を選択しま

す． 階層クラスター 分析用のウィンドウ が表示されたら， クラスタリング 対象とする 変数名を選

択します．  
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「 モデル 設定」 画面では距離測定法と クラスタリング 手法の設定が可能です． デフォルト では階

層クラスター 分析で最も 一般的な手法が設定されているため， 特にこだわりがない 場合は設定す

る必要はありません．  

 

設定が完了したら ツールバー の「 解析実行」 ボタン を クリック して 階層クラスター 分析を 実行し

ます．  

 

 
 

実行すると 画像のような デンドログラム（ 樹形図） が表示されます． 樹形図の分岐が近いサンプ

ルほど類似した クラスター に分類されていることがわかります．  
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12.  決定木  

※ ランダムフォレスト・ 勾配ブースティング 決定木についても 同様の操作方法で実行可能です．  

 

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

メニューバー から「 多変量解析」→「機械学習」→「決定木」 を選択します．  

 

決定木用ウィンドウ を 表示したら ターゲット 変数（目的変数） には分類を行いたい 変数を， 特徴

量（説明変数） には分類するための 基準とする 変数を 選択します．  
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「 ハイパーパラメータ 」 画面では， ハイパーパラメータ を調整することで 過学習や未学習を避

け， モデル の予測精度を向上させることができます ． 例ではデフォルト 設定に加えて 最大深度

を”3”に設定します．  

 

① モデルの作成  

 

ツールバー の「 モデル 作成」 ボタン でモデル の作成を 実行します． 分類問題では以下のように，

木構造のグラフ が作成されます．  

 

木構造の見方としては 一番上の枠（ ノード） の 1 行目に書かれている 特徴量が， 最も 分類結果に

影響を与えている 特徴量になります． 例では生存有無に最も 影響を与えているのは 旅客運賃とな

ります．  

 

3 行目の「 samples 」この ノード でのサンプル 数を示し， 4 行目の「 value 」は 現段階での構成比

（生存有無 の no=316, yes=219 ）を 示します．  

 

１つ 目の条件が”True” であった 場合に左のノード に進み， ”False” であった 場合に右のノード に

進みます． 例では旅客運賃が 10.484 ポンド 以下であった 場合に， 左のノード に進みます．  

 

ノード の色は構成比の偏りを 示し， 生存有無で no が多いほど オレンジ 色， yes が多いほど 青色

になります．  
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画面右側の解析結果にはサンプル ごとの 分類結果と 特徴量ごとの 重要度（影響度） が表示されま

す．  
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② 予測精度の評価 ・ 予測値の算出 

作成した モデル に対して， テストデータ を 用いて モデル の精度評価を 行う 場合は， 「 モデル の保

存」 を行います．  

※ テストデータ は事前に用意もしくは， テストデータ 作成機能で作成する 必要があります．  

 

モデルの評価・ 予測方法の詳細は以下の Web サイト をご覧ください．  

   

  ▷ モデル の評価・ 予測 

 

  

ハイパーパラメータ  

⚫ 分割基準： 分類問題では”ジニ 係数”・” エントロピー”・”シャノンゲイン 情

報”から 選択します． ジニ 係数の方が連続データ に強く， カテゴリーデータ に

対しては エントロピー が強いとされています． 回帰問題では”二乗誤差”・”平

均二乗誤差”・”絶対誤差”・” ポアソン 逸脱度”から 選択可能です．  

 

⚫ 最大深度： ツリー の最大深度は値が大きいほど， 深く 分割を行います． デフ

ォルト 設定では全ての葉が１になるまで 分割されます．  過学習を 防ぐために

は最大値を設定します．また， 過学習の防止に最も 効果がある 場合が多いで

す．  

 

⚫ 葉の最大数： 最大の葉の数が多いほど 分割されます． デフォルト 設定では葉

の数は無制限です． 過学習を防ぐためには 値を小さくして， 分割回数を制限

します．  

 

⚫ 葉の最小サンプル 数： 葉を 構成するのに 必要な最小限のサンプル の数にな

ります． 値が小さいと 過学習になる 可能性があります．  

 

⚫ 乱数の固定： 学習ごとに 用いられる 乱数を 固定します． 乱数を 固定した 場

合，同 じ データ で学習した 場合の演算結果が等しくなります．  

https://corvus-window.com/app_model/


 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  65 

 

③ 回帰問題の実行  

回帰問題を行う 場合はターゲット 変数に数値データ を 選択して， 分析の種類に回帰を選択しま

す． 回帰問題でも 分類問題と 同様に重要度が算出されます．  
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13.  ARIMA  

以下のサンプルデータ（ 名古屋市の月別平均気温） を 用いて 解説します．  

 

 
 

※ StaatApp では， 折れ線グラフ 作成機能や自己相関係数機能で， ARIMA モデル 作成前に時系列

データ の特徴を 把握することができます．  

 

▷ StaatApp で行う 時系列分析（ ボックス・ジェンキンス 法）  

 

① モデルの作成  

メニューバー から「 時系列分析」→「 モデル」→「 ARIMA」を 選択します．  

 

「 データ 選択」 画面で目的変数を選択します． 外生変数（ ARIMAX） を 設定する 場合は， 変数候

補から 選択を行います． 今回は外生変数を 設定せずに， 気温を 目的変数として 解析を行います ．  

 

次に「 モデル 次数」 画面で， モデル の次数を設定します． 季節成分では「 季節成分を考慮」 を選

択して， 周期を 12 に設定します． ARIMA 機能では「 季節成分を考慮」 を選択すると SARIMA モ

デルが選択されます．  

https://corvus-window.com/app_box-jenkins_algorithm/
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パラメータ は自動設定（ デフォルト） のままとします．  

※自動設定では， AIC が最小になるような 次数が設定されます．  

 

 
 

「モデル 作成」 ボタン をクリック すると モデル が作成され 解析結果が表示されます．  
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② 残差診断 

残差プロット やコレログラム を作成する 場合は， 「 残差診断」 画面でそれぞれ ON にします．  

 

 
 

モデル作成時に以下のよう に残差プロット と ACF・ PACF のコレログラム が表示されます．  
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青帯の範囲の外にある 値は， 有意水準α=0.05 で無相関の検定における 有意を示します． ラグ 5

以下の値を除いて， 周期ごとに 偏自己相関係数が有意となっていますがそれほど 大きな 値ではな

いため 比較的あてはまりのよい モデル と 評価することができます．  

 

③ 将来予測  

作成した モデル から 将来予測を行います． 予測機能を 用いる ためには 作成した モデル を保存しま

す． 「 モデル 保存 」 ボタン を押して， モデル 名を 入力します．  

 

 
 

「 OK」 ボタン を押して， 保存先のフォルダ を選択します． 他の端末など に保存した モデル を共

有したい 場合は， 「 Yes」 選択して 保存する フォルダ を選択してください．  

指定しない 場合は， Staat App のデフォルト フォルダ に保存されます．  

 

保存が完了したら ホーム 画面から 「 時系列分析」 →「 時系列モデル を 用いた予測」 を選択して，

時系列モデル の予測用画面を表示します．  

 

一覧から 先程保存した モデル を選択します． 過去に保存した モデル も 選択可能です．  
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将来予測を行う 場合， 「 予測設定」 から 予測ステップ 数を選択します． 予測開始時点は「 最新時

点」 を選択します．  

 

 
 

予測グラフ に学習データ を 含めたい 場合は， アクティブ データ に学習時のデータ をセット して

「 比較データ 」 で比較対象に選択します．  

予測値のみ表示する 場合は， データ 及び選択は不要です．  
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外生変数（ ARIMAX） を 含めてモデル を作成し た場合， 作成時と 同じ 列名 を含む予測ステップ 数

（ 行数） の外生変数を セット して， データ セット として 選択します． もしくは， 予測用の外生変

数がない 場合は， 「 最終値を保持」 を選択します．  

 

「 実行」 ボタン をクリック すると， 予測値と グラフ が表示されます．  
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④ ホールドアウト検証  

StaatApp ではモデル 評価の方法として， 事前に学習データ と テストデータ を分割して， 学習デ

ータ から 作成した モデル の予測値と テストデータ を比較する ホールドアウト 検証が可能です．  

 

ARIMA 機能を 用いる 前に， 読み込ませた データ を 「 データ 操作」 →「 テストデータ の作成」機能

で分割を 行います． 学習時は分割した データ でモデル を作成し， 保存します．  

 

アクティブ データ に比較用のテスト データ を設定して， 「 予測設定」 で比較ステップ 数（ テスト

データ のステップ 数） だけ「 予測ステップ 数」 に設定します ． 「 予測開始時点」 は「 任意時点」

として， 1 を入力して 「 比較データ 」 にテスト データ の比較する 列名を選択します．  

 

今回であれば， 「 テストデータ の作成」 で 25％を 分割して テストデータ にしたので， テストデ

ータ は 38 ステップ あるため， 以下のように 「 予測設定」 で設定します．  
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「 比較データ 」 に比較対象を選択して 実行すると， 以下のように テストデータ と 予測データ 描画

した グラフ が表示されます．  

 

 
 

⑤ AR・ MA モデル  

ARIMA 機能ではデフォルト でパラメータ が自動設定されますが， 自動設定を 行わず任意のパラメ

ータ を設定することで AR モデルや MA モデル を用いることが 可能です．  

 

例えば， AR(1)モデル を用いる 場合はパラメータ 設定の「 時系列成分の次数」 に(1, 0, 0) と 入力し

てください．  

 

MA(1) モデル を 用いる 場合は， (0, 0, 1) と 入力します．  
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14.  GARCH モデル  

以下のサンプルデータ（ 2022 年第 1 四半期の 1 時間ごとの ビットコイン の価格データ） を用い

て解説します．  

 

 
 

① 定常性の 確認 

「 時系列分析」 →「 ADF 検定」 を選択して， ADF 検定を行い定常過程かどうか 判定します．  

 

 



 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  75 

 

 

ADF 検定の値が全て有意水準=0.05 より 大きいため， BTC 価格は単位根過程（ ≒非定常過程） で

あると 言えます． GARCH モデルは定常過程の時系列データ に対して 有効なため， 「 データ 操

作」 →「 差分対数変換」 を 選択して 差分変換を行います．  

 

 

② モデルの作成・評価  

GARCH 機能でモデル 作成を行います． 分析対象のデータ を選択して，「 モデル 作成」 ボタン を

クリック すると モデル が作成されます．  

 

「 モデル 設定」 では平均値モデルやボラティリティモデル， 誤差分布を選ぶことができますが 基

本的にはデフォルト 設定の GARCH(1,1) で大丈夫です．  
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モデルが作成されたら 評価指標を見ます． 特に GARCH モデル ではモデル 式の係数の p 値に注目

します．この 値が小さいほど モデル 式の各項は統計学的に意味がある 値であることを 示し， モデ

ルの当てはまりが 良い言えます．  

 

モデル作成時に「 オプション 」 画面で「 標準化残差の分布」 を ON にすると， 正規 Q-Q プロット

で正規分布と 比較した 標準化残差の偏り を 確認できます．  

 

 

③ ボラティリティの 描画 

ボラティリティ はモデル 作成時に自動で算出 されます． グラフ 作成したい 場合は， 「 ボラティリ

ティ 」 画面で， 「 ボラティリティ の描画」 を ON にし ます．  
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④ VaR の算出  

VaR の将来予測（観測時点 の次の時点の値） は解析結果に表示されます．  

※ StaatApp では正規分布を用いて VaR を算出しています．  

 

グラフ 作成する 場合は， 「 VaR」 画面で「 VaR の描画」 を ON にしてください．  

 

 
有意水準α=0.05 で 39413.43... という 値になります． 今回の分析例では BCT の価格変動データ の

差分系列に対しての VaR になるので，１ 時間後には 5% の確率で１ 単位あたり 39413.43 円以上

の損失が発生することを 意味します．  
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15.  VAR モデル  

以下のサンプルデータ（ マクロ 経済学データセット macrodata ）を 用いて 解説します．  

 

 
 

サンプルデータ には長期変動があるため，「 差分・対数変換 」機能 で差分変換を 行ってから VAR

モデルの作成を 行います．  

 

定常過程の確認は，「 折れ線グラフ」 機能や「 ADF 検定」機能 でも 確認することができます．  

 

① モデルの作成 ・評価  

VAR モデル 機能を 用いて パラメータ を自動推定して， モデルを 作成します．  

 

「 データ 選択」 で 3 つの変数を選択して，「 モデル 作成」 ボタン をクリック すると モデル が作成

されます． VAR モデル 機能ではパラメータ は次数選択基準に従って 最適な値が設定されます．

（デフォルト の基準は AIC：赤池情報量基準 になります）  
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算出された 評価指標を 用いて モデル の評価を行います． VAR 機能で算出される 評価指標は全て絶

対的な基準はありません． 各指標とも 値が小さいほど， 良いモデル であると 考えることができま

す．  

 

 
 

VAR モデル 機能では ARIMA 機能と 同様に将来予測やホールドアウト 検証や残差分析も 行うことが 可

能です．  

 

② 因果分析  

解析結果ではグレンジャー 因果性検定の結果が表示されます．  

 

インパルス 応答分析を 行いたい 場合は， 「 因果分析」 画面で「 インパルス 応答分析」 を ON にｓ

ます． インパルス 応答関数は， 一つの時系列変数に対する "衝撃"が他の時系列変数に与える 効果

を時間経過に従って 追跡するための 分析手法です．  

 

VAR 機能の設定で「 評価・予測対象」 に"realgdp" を 設定しているので， "realgdp" に対して 与え

る影響がグラフ で表示されます．  
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インパルス 応答分析の結果から， ”realcons” は”realinv” と 比較して ”realgdp” を 増加させる 影響

が大きいということがわかります．  

 

続いて VEFD（予測誤差分散分解） を行う 場合は， 「 予測誤差分散分解（ FEVD） 」 を ON にしま

す．  VEFD は各変数が各変数に対する 相対的な影響力を示します．  
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“realgdp” と ”realcons ”は自身への影響が最も 大きいことがわかります． ”realinv” は”realgdp” へ

の影響が最も 大きいことがわかります．  
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16.  Prophet  

以下のサンプルデータ（ マクロ 経済学データセット macrodata ）を 用いて 解説します．  

 

 

① 前処理（日時データの作成）  

サンプルデータ には Prophet で使える 形式の日時データ が含まれていないため， 日時データ の作

成を行います．また， Prophet では将来予測を 行う 場合の単位が，１ 日もしくは１ 時間になりま

す． サンプルデータ は 1959 年の第一四半期から 四半期ごとの データ ですが， 将来予測を 適切に

行うために 意図的に以下のように 設定を行い， 日時データ を作成します．  

 

「 データ 操作」 →「 日時データ の作成」 で以下のダイアログ を 表示します．  
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日時データ 作成機能では， 基準日時から 任意の間隔の日時データ を対象のアクティブデータ 行数

分作成して， アクティブデータセット の最初の列に追加します．  

 

因みに Prophet で推奨されている 日時データ の形式は， "YYYY-MM-DD"もしくは "YYYY-MM-DD 

hh:mm:ss" になります．  

② モデルの作成・評価  

Prophet 機能でモデル 作成を行います． 「 予測対象データ」 に予測を 行いたい 変数を，「 時間デ

ータ」 に日時データ を 選択します． 日時データ は①で作成した データ を選択しています．  

 

「モデル 作成」 ボタン をクリック すると モデル が作成されて， モデル の評価指標（ MAE・ MSE）

や予測値が表示されます．  
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「 予測設定」 で「 予測グラフ の作成」 を ON すると， 以下のような 学習データ 後の予測データ を

折れ線グラフ で描画することが できます．   
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17.  クロス集計表  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

 
 

① クロス集計  

メニューバー から「その 他」→「 クロス 集計表」 を選択します．  

 

クロス 集計表用のウィンドウ を表示したら， 表側と 表頭の項目の設定を行います． 例では表側に

"属性"の列を， 表頭に"副業"の列を設定しています．  

 

プレビュー 画面に， クロス 集計表が表示されます ．  

 



 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  86 

 

 
 

「 解析実行」 ボタン を クリック すると， 解析結果画面に表示されます ．  
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② カイ二乗検定  

カイ 二乗検定はデフォルト でクロス 集計表の作成時に実行されます ． 効果量として クラメール の

連関係数も 算出されます．  

 

③ フィッシャーの正確確率検定  

フィッシャー の正確確率検定は 2×2 クロス 集計表に対してのみ 実行できるので 注意してくださ

い． 2×2 クロス 集計表を 作成した 場合は， 解析実行時にフィッシャー 正確確率検定の p 値が算

出されます ．  

 

 
 

④ オッズ比とリスク比  

オッズ 比と リスク 比も 2×2 クロス 集計表に対してのみ 実行可能です． 解析結果には， 95％信頼

区間（ 95％CI 下限， 95％CI 上限） も 算出されます．  

 

⑤ コレスポンデンス分析  

コレスポンデンス 分析を実行する 場合は， クロス 集計表の「 オプション 」 画面から 「 コレスポン

デンス 分析の実行」 を ON にします．  

 

ON にした 状態で， 「 解析実行」 を 行うと 以下のように 項目間の類似度を示した 散布図が表示さ

れます．  
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⑥ クロス集計表の貼り付け（応用）  

クロス 集計を行わずに， 既に集計された クロス 集計表について 分析を 行いたい 場合は， 表計算ソ

フト の対象のセルをコピー して， クロス 集計表のプレビュー に貼り 付けます．  

 

Excel のようは 表計算ソフト の対象セルを 選択して コピー します．  

 

 
 

 

貼り 付けは右クリックメニュー もしくは，「 Ctrl  + V」で 行なうことができます．  
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クロス 集計表を 貼り 付ける 際の注意点として， 必ず“合計”を含むクロス 集計表をコピー &ペース

ト してください．  

 

“合計”を 含まない クロス 集計表の場合， クロス 集計表の分析で形式エラー が発生します．  
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18.  生存曲線  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

生存曲線を作成するためには， イベント 発生までの 経過時間を 表すデータ（ 経過日数） と， イベ

ント 発生の有無を示すデータ（ 死亡状況） が必要です． イベント 発生の有無を示すデータ は， イ

ベント 発生した 場合→"1"，打 ち切りの 場合"0"とします．  

 

 
 

① 生存曲線の作成  

メニューバー から「その 他」→「生存時間解析」→「生存曲線」 を選択します． 生存曲線用のウ

ィンドウ が表示されたら，「 経過時間」 と「 イベント 発生」 として 設定する 変数をコンボボック

スから 選択します．  
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グラフ 設定画面で生存曲線に打ち切り データ， 95％信頼区間を 表示する 場合はチェックボックス

をクリック します． 設定が完了したら ツールバー の「 解析実行」 ボタン をクリック して 生存曲線

を作成します． 以下のように グラフ が表示されます．  

 

 
 

打ち切り データ と 95％信頼区間を 表示する 場合は以下のような グラフ になります．  
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グラフ 設定画面で累積発生率を選択した 場合は， 以下のような グラフ が作成されます．  

 

② 生存曲線の検定  

2 つ以上の生存曲線を比較する 方法として， ログランク 検定と 一般化ウィルコクソン 検定が可能

です． 2 群の比較を行う 場合は「 群列名」 のコンボボックス で， 属する 群を 示すカテゴリーデー

タ が入力された 列を選択します．  

 

「解析実行」 ボタン を クリック すると， 画面右側に検定結果と 生存曲線が作成されます．  
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19.  Cox 比例ハザード回帰  

以下のサンプルデータ を用いて 解説します．  

 

イベント 発生の有無を 示すデータ は， イベント 発生した 場合→"1"， 発生していない 場合"0"とし

ます．  

 

 
 

① Cox 比例ハザード回帰  

メニューバー から「その 他」→「生存時間解析」→「 Cox 比例ハザード 回帰」 を 選択します．  

 

Cox 比例ハザード 回帰用のウィンドウ が表示されたら， 目的変数のコンボボックス からの 経過時

間データ と イベント 発生データ とする 変数名（列名） を選択します．  

 

説明変数は未選択欄に表示されている 変数名をクリック して 選択します． ダミー 変数を選択する

際は， 多重共線性の問題を 回避するために１ 列分を除いて 選択します．  
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設定が完了したら ツールバー の「 解析実行」 ボタン を クリック して 解析を実行します． 実行結果

は以下のように 画面右側に表示されます．  
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② 予測値の算出（応用）  

Cox 比例ハザード 回帰で作成した モデル と 予測用データ を用いて， 予測値の算出・ 生存曲線の予

測を行います．  

 

予測用データ は入力データ と 同様に Excel などを 用いて 以下のように 作成します． 列名は解析実

行時に選択した 列名（変数名） と 一致させる 必要があります（ 順不同）．  

 

予測用データ StaatApp に取り 込み， 予測用データ を 保存した データ を選択します． 以下の例で

は，「 データ２」 に予測用データ を 取り 込んでいます．  

 

 
 

「算出」 ボタン をクリック すると， 以下のように 生存曲線が作成・表示 されます．  
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20.  アソシエーション分析  

以下のサンプルデータ（ n = 1000 ）を 用いて 解説します．  

 

 
 

アソシエーション 分析を行う 場合は１つの サンプル・トランザクション を１ レコード として， ア

イテム・ 商品は列ごとに 入力してください．  

 

① アソシエーションルールの算出  

メニューバー から「その 他」→「 アソシエーション 分析」 を選択して アソシエーション 分析用ウ

ィンドウ を表示します．  

 

アソシエーション 分析用ウィンドウ が表示されたら， アソシエーション 分析の対象とする 列を選

択します．  

 

オプション ではアソシエーション 分析で抽出する アイテムセット に対して，しきい 値やアイテム

セット に含める アイテム 数を設定できます．  
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分析例では， 以下のように 設定します．  

 

 
 

「解析実行」 ボタン を クリック すると， アソシエーション 分析の解析結果が出力されます．  

 

解析結果はアイテムセット ごとに， 代表的なアソシエーションルール の算出結果が表示されます．  

オプション  

⚫ 最小の支持度： 設定した 値の支持度以上のアイテムセット が抽出されます．

値が小さいほど 許容する 支持度が小さくなるので，より 多くの アイテムセッ

ト が抽出されます．  

 

⚫ 項目集合の最大長： アイテムセット に含める アイテム 数に最大値になりま

す．１の 場合は１ 対１ のアイテムセット が抽出されます．３と 設定した 場

合，例 えば"SNS"と "WEB ライティング・ せどり "といった アイテムセット も

抽出されるようになります．  

 

⚫ フィルタリング 基準・ フィルタリング 閾値： 最小の支持度とは 別に， アイテ

ムセット を抽出する 条件を 設定します． フィルタリング 閾値に設定した アソ

シエーションルール と フィルタリング 閾値を基準に， アイテムセット を抽出

します．  
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② 相対出現頻度  

「 相対出現頻度」 画面を表示して，「 相対出現頻度の作成」 を ON にして ，「 解析実行」 するこ

とで 以下のように アイテム の相対出現頻度を示した， 棒グラフ が表示されます．  
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③ ネットワーク図  

ネットワーク 図はデフォルト 設定で解析実行時に作成されます． 「 ネットワーク 図」 画面で中間

ノード の濃淡にする 値やネットワーク の形状を設定できます．  
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矢印はアソシエーションルール の方向性を 示し， アイテムセット 間の円の大きさはその アイテム

セット の支持度の大きさ， 円の濃淡はグラフ 作成時に設定した アイテムルール の大きさを 示しま

す．  

 

円の濃淡が濃いほど， 設定した アイテムルール の値が大きいことを 意味します． アイテムルール

は信頼度・ リフト 値・ Conviction ・ Leverage から 選択することが 可能です．  

 

上記の例ではアイテムルール をリフト 値に設定しているので， "WEB ライティング "は"ブログ "を

選択した 場合に選択される 可能性が高いということが 読み取れます．  
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21.  メタアナリシス  

① カテゴリーデータに対するメタアナリシス  

カテゴリーデータ つまり ， オッズ 比やリスク 比を 用いたメタアナリシス の実行方法を説明しま

す．  

 

分析用のデータ として， 以下のように 研究名と 比較する 2 群（実験群・対照群） ごとの サンプル

サイズ，イベント 発生数を 用意します．  

 

 
 

メニューバー から「その 他」 →「メタアナリシス」 →「比率 のメタアナリシス」 を選択します．

比率のメタアナリシス 用ウィンドウ が表示されたら， 各項目に分析対象の変数を 選択します．  
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「解析実行」 ボタン を クリック すると， メタアナリシス の結果が画面右側に表示されます． 選択

した 効果量と， 固定効果モデル・ 変量効果モデル による 統合効果，重 みなどが 表示されます．  

 

 
 

解析結果画面全体では， モデル の全体効果やコクラン の Q 検定の結果や異質性尺度 I² の結果が

表示されます．  
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「 グラフ 設定」 画面では設定を変更することで ， フォレストプロット と ファンネルプロット を作

成することができます．  

 

フォレストプロット ではモデル を選択して，「 作成」 ボタン を クリック すると 以下のような フォ

レストプロット が表示されます．  

 

 
 

ファンネルプロット の「 作成」 ボタン をクリック すると， 以下のような ファンネルプロット が表

示されます．  
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リスク 比・ リスク 差についても 効果量の設定を変更することで， 同様の解析を行うことが 可能で

す．  

 

 

② 連続データに対するメタアナリシス  

連続データ つまり， 平均差や標準化平均差を用いたメタアナリシス の実行方法を 説明します．  

 

分析用のデータ として， 以下のように 研究名と 比較する 2 群ごとの サンプルサイズ， 平均値，標

準誤差を 用意します．  

 

※ 標準誤差は文献に記載されている， 信頼区間から 算出することができます．  
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メニューバー から「その 他」 →「メタアナリシス」 →「平均値 のメタアナリシス」 を選択して，

分析用ウィンドウ を表示します．  
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分析対象の変数を選択して，「 解析実行」 ボタン をクリック すると 計算結果が表示されます．  

 

計算結果の表示内容と， グラフ の作成方法は比率のメタアナリシス と 同様になります． フォレス

トプロット については， 表示項目が比率のメタアナリシス とは 異なり， 以下のようになります．  

 

 
 

標準化平均差についても 効果量の設定を変更するだけで， 同様の解析を行うことが 可能です．  

 

③ 一般化逆分散法によるメタアナリシス  

一般化逆分散法を用いたメタアナリシス では，ここまで 紹介した カテゴリーデータ と 連続データ

の両方のデータ を扱うことができます．  

 

分析画面は以下のようになっており， 研究ごとに 効果量，標準誤差， 2 群ごとの サンプルサイズ

が必要になります．  

 

例として リスク 比を用いたメタアナリシス を行いたい 場合は， 効果量として 各研究のリスク 比を

データ として 用意して， 以下のように 変数と 効果量を 選択します．  
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一般化逆分散法では， 群ごとの イベント 発生数や平均値，標準誤差 が必要ないので， 文献から 得

られる データ に制限や不整合がある 場合に， 役立つことが 多いです．  

 

一般化逆分散法では， オッズ 比， リスク 比， リスク 差，平均差，標準化平均差 を 効果量として 扱

うことができます．  
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グラフ 作成 

グラフ 作成機能を用いて， グラフ を 作成する 方法を説明します．  

 

1.  グラフ作成機能の共通操作（個別系列設定）  

グラフ 作成機能において， デフォルト 設定から グラフ の色などを 変更したい 場合は，「 個別設

定」 画面で対象の描画対象の変数ごとに 設定を行います．  

 

エラーバー 作成機能の例では， 設定したい 変数を 選択した 状態で， 棒グラフ の色を自由に設定す

ることができます． 設定中の色は「 パレット」ボタン に反映されます．  

 

 
 

色の設定は基本色以外からも 自由に設定可能で，「 パレット」ボタン をクリック すると 以下のよ

うな 色選択ウィンドウ が表示されます．  
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カラーパレット からの 選択や， RGB 値から 設定することが 可能です．  

※ 「 Add to Custom Colors 」ボタン は使用できません．  

 

個別設定は「 保存」 ボタン をクリック することで， 設定値が保存されて グラフ 作成時に反映され

ます．  

全体設定などは「 保存」 を 行なう 必要はありません．  
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2.  折れ線グラフ  

折れ線グラフ は時系列データ など， 変化を 表すデータ に有効なグラフ です．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「折 れ線グラフ」 を選択します． 以下のような 折れ線グラフウィ

ンドウ が表示されたら，「 縦軸設定」 で折れ線グラフ の描画対象としたい 変数（列名） を 選択し

ます．  

 

 
 

「グラフ 作成」 をクリック すると， 以下のような グラフ が表示されます．  

 



 

Ver.4.2.0 StaatApp 操作マニュアル  113 

 

② 横軸の設定  

横軸の値を設定する 場合は，「 横軸選択」 で「 インデックス を 使用」 を OFF にして 横軸に設定

する 変数を選択します．  

 

③ その他の設定  

「全体設定」 や個別系列ごとに 設定を変更することで， 以下のような グラフ も 作成可能です．  
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3.  散布図  

散布図は２つの 量的データ の関係性を示すのに有効なグラフ です．３つの 変数の関係性を 示す場

合は， バブルチャート が有効です．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「散布図」 を選択します． 以下のような 散布図ウィンドウ が表示

されたら， 横軸と 縦軸に描画対象としたい 変数（列名） を選択します．  

 

 
 

「グラフ 作成」 をクリック すると， 以下のような グラフ が表示されます．  
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② サイズ選択（バブルチャート）  

プロット のサイズ で量的データ を示したい 場合は，「 サイズ 選択（ オプション）」 で，「 基準変

数」 とする 変数（列名） を 選択して， グラフ を作成します．  

 

 
 

③ カテゴリーによる色分け  

プロット の色を カテゴリー によって 色分けしたい 場合は，「 分類選択（ オプション）」 でカテゴ

リー を示す変数（列名） を 選択します．  
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④ その他の設定  

「全体設定」 や個別系列ごとに 設定を変更することで 以下のような グラフ も 作成可能です．  

 

 
 

「全体設定」 の「 回帰直線」 を ON にすると 分類ごとに 回帰直線が表示されます．  
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4.  散布図行列  

散布図行列は複数の変数に対して， 各変数ペア 間の相関関係を 調べるのに 有効なグラフ です． 重

回帰分析などの 多変量解析を実行する 前に必ず行いたい 手続きになります．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「散布図行列」 を 選択します． 以下のような 散布図行列ウィンド

ウが表示されたら， 描画対象としたい 変数（列名） を 選択します．  

 

 
 

「グラフ 作成」 をクリック すると， 以下のような グラフ が表示されます．  
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② カテゴリーによる色分け  

プロット の色を カテゴリー によって 色分けしたい 場合は，「 分類選択」 でカテゴリー を示す変数

（列名） を選択します．  

③ その他の設定  

「全体設定」 や個別系列ごとに 設定を変更することで 以下のような グラフ も 作成可能です．  
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5.  ヒストグラム  

ヒストグラム は１つの 変数の分布を 示す最も 基本的なグラフ です．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「ヒストグラム」 を選択します． 以下のような ヒストグラムウィ

ンドウ が表示されたら， グラフ A に描画対象としたい 変数（列名） を 選択します．  

 

 
 

変数を選択すると「 ビン 数の目安」 に４つの 基準・公式 に沿った ビン 数の目安が表示されます．

基本的にはビン 数は自動調整されるので，このまま「 グラフ 作成」 ボタン を クリック します．  

 

 

② ２つのヒストグラムを表示する  

２つの ヒストグラム を 表示する 場合は， グラフ B に対象の変数を選択してください．  
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③ その他の設定  

「全体設定」 やヒストグラム ごとに 設定を 変更することで 以下のような グラフ も 作成可能です．  
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6.  分布図  

分布図は複数のデータ 分布を比較したい 場合に有効です．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「分布図」 を選択します． 以下のような 分布図ウィンドウ が表示

されたら，「 データ 形式」「描画対象」「 グラフ」 を 選択します．  

 

 
 

各グラフ 画面で描画する グラフ を ON にして「 グラフ 作成」 を クリック した 場合，以下 のように

グラフ が表示されます．  
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箱ひげ図 

 

 
 

 

バイオリンプロット  
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ストリッププロット  

 

 
 

 

スウォームプロット  
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② 複数のグラフを組み合わせる  

グラフ 選択で複数のグラフ を選択した 場合， グラフ が重なって 表示されます． バイオリンプロッ

ト と ストリッププロット を 組み合わせたグラフ の作成例は以下になります．  

 

 

③ カテゴリーによる色分け  

グラフ の色をカテゴリー によって 色分けしたい 場合は，「 カテゴリ 分類」 でカテゴリー を 示す変

数（ 文字型データ ） を 選択します．  

 

※ バイオリンプロット はカテゴリー 数が２つの 場合のみ分類可能です．  
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④ グラフ別の設定  

「グラフ 別設定」 でグラフ ごとに 様々な設定が変更可能です． 特にストリッププロット の設定を

変更することで， 以下のような 非常に自由度が高い様々なグラフ を作成することが 可能です．  
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7.  エラーバー  

エラーバー はｔ 検定の結果を示す際によく 用いられます．  

① 基本操作  

メニューバー から「 グラフ」 →「エラーバー」 を 選択して エラーバー 用ウィンドウ を表示しま

す． エラーバー 用ウィンドウ が表示されたら， 描画対象のデータ 設定を行います． 以下の設定で

は"副業有無"の"あり ""なし "ごとに， "収入"の値を エラーバー で表現します．  

 

 
 

「グラフ 作成」 をクリック すると 以下のような グラフ が作成されます．  
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② エラーバーの値  

全体設定では， エラーバー に使用する 値を 設定します． エラーバー の使用する 値は以下の３つか

ら 選択可能です．  

 

・信頼区間  

・標準偏差  

・標準誤差  

③ エラーバーだけ表示する  

全体設定の「 平均値を 棒グラフ に表示」 にチェック を 入れることで， 以下のように 棒グラフ を除

いたグラフ が作成されます． エラーバー の中心円は平均値になります．  
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自動考察 

StaatApp では ChatGPT  API を用いた自動考察が可能です．  

自動考察機能の使い方と 注意点について 説明します．  

 

① 解析の実行（ロジスティック回帰分析）  

ロジスティック 回帰分析の結果から 自動考察を行います．  

 

メニューバー から「 多変量解析」→「回帰」→「 ロジスティック 回帰分析」 を選択して ロジステ

ィック 回帰分析用ウィンドウ を表示します．  

 

ロジスティック 回帰分析用ウィンドウ が表示されたら， 目的変数と 説明変数の設定を行います．

「モデル 作成」 をクリック すると 以下のように， 結果が表示されます．  
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② 自動考察の実行  

解析を実行したら， ツールバー の「 自動考察」 ボタン をクリック します． 自動考察中は以下のよ

うに ボタン が黄色くなります．  

 

※ 自動考察は数十秒要します． 自動考察中はアプリ の操作はしないようにしてください．  

 

 
 

 

自動考察結果は以下のような 新しい ウィンドウ に表示されます． ロジスティック 回帰分析の場合

は， 総評， 各結果の解釈， モデルに注意点・ 改善点で構成されています．  
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③ 追加解説（応用）  

考察結果が記載された ウィンドウ では， 表示された 考察内容についてより 詳細な解説を得ること

ができます．  

 

詳しく 知りたい "変数名"や"統計用語"について， 追加解説用の枠に入力して「 質問」 ボタン をク

リック することで， 以下のようにさらに 詳しい 解説が表示されます．  

 

 
 

※ 追加解説の結果については 再度，解説 を 求めることはできません．  

  

考察結果の注意点 

自動考察機能による 考察結果は統計学的・数学的解釈 でしかないので 記載内容が

定性的に正しいのか， 相関関係・因果関係 が現実的に正しいのかは 十分に吟味し

てください．  

 

精度については 考察対象のデータ 数（表 のセル数） が多いと 下がる傾向にありま

す． 特に基本統計量やクロス 集計表で， 大量の変数を 用いた場合は回答内容が正

しいか 十分に確認するようにしてください． その他の解析結果に対する 考察の精

度は非常に高くなっています．  
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④ 自動考察機能の仕様  

自動考察機能は， OpenAI 社が開発した  ChatGPT API （ AI）を 利用しています．  

 

解析結果を API に入力することで，その 回答を得ています． StaatApp で解析を 行った データ 自

体は ChatGPT に入力していないので， データ 流出はしません．  
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FAQ 

1.  Windows 版起動時にエラーが発生する  

StaatApp を起動した 際に， 以下の画面が表示されて 起動しない 場合があります．  

 

 
 

原因は起動している ユーザ名に日本語が含まれているためです． 上記のエラー が発生した 場合，

紹介する 2 つの対応方法のうちどちらかを 行うことで 起動することができます．  

 

① ユーザ名が英数字のユーザで実行する  

Windows のユーザで英数字のみで表記された ユーザがある 場合， そのユーザでログイン して

StaatApp を実行します．  

 

英数字のみで表記された ユーザが存在しない 場合は， 新しく ユーザを 作成するか 対応方法②を実

施してください．  

② 環境変数を変更する  

エラー の原因は StaatApp 起動時に使用する temp フォルダ のに日本語が含まれることです． 以

下のページ を参考に環境変数 TEMP と TMP を， 日本語が含まれない パスに変更することで 対応

可能です．  

 

▷ 環境変数の変更方法 

 

 

https://yabeshin.com/post-2254/
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Windows にあまり 詳しくない 方は， StaatApp 起動用の bat ファイル を Github から ダウンロー

ド してお 使いください． 一番手軽かつ PC の設定に影響を与えないためおすすめの 方法です．  

 

Github から ”Start_StaatApp.zip” をダウンロード したら， zip ファイル を解凍します． 解凍後，

同じ フォルダ に使用する StaatApp を 配置してください．  

 

同じ フォルダ に StaatApp と Start_StaatApp.bat を 配置したら， Start_StaatApp.bat を右クリ

ック して「 管理者として 実行」 を選択します．  

 

 
 

 
 

「この アプリ がデバイス に変更を加えることを 許可しますか．」といった 画面が表示されたら

「はい」を 選択します． 以下の画面が表示後，数秒後 に StaatApp が起動して 画面が表示されま

す．  

 

https://github.com/corvus-stat/StaatApp/blob/main/Start_StaatApp.zip
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▷ 起動用バッチファイル のダウンロード  

  

https://github.com/corvus-stat/StaatApp/blob/main/Start_StaatApp.zip
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2.  m acOS 版の起動方法  

ダウンロード した app ファイル を「 Control ＋ 右クリック （ダブルタップ） 」 します．  

 

 
表示された メニューウィンドウ から「 開く」を 選択します．  
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以下の画像のような 警告が表示されるので「 開く」を 選択します．  

 

※ macOS 仕様上， AppStore 以外から 入手した アプリ は警告が表示されますが 正常な動作なた

め問題ありません．  

 
起動まで 最大 4 分程度要するので， 気長にお待ちください． 以下の画面が表示されたら 起動完了

です．  

 

m acOS 版の UI（ユーザインターフェース） は操作マニュアル とは 異なりますが， 使用方法や実

行結果は Windows 版と 同等です．  


